
 令和４年度 第２回「働く女性応援ネットワーク会議」議事録（概要） 

 

１ 開催日時 令和５年３月１７日（金）午前１０時から午前１１時３０分まで 

２ 場所   わーくぴあ徳島本館５階 ５０２会議室 

       （徳島市昭和町３丁目３５番地の１） 

３ 出席者   

（１）委員（１６名中１１名出席） 

   加渡いづみ、藍原理津子、石堂佳子、岩﨑碧、兼松文子、河野理愛、 

坂田千代子、佐藤有美、佐野崇之、武川大輔、新田晃平（敬称略） 

 

（２）オブザーバー  

   佐藤かおる 徳島労働局 雇用環境・均等室長 

 

４ 会議次第 

（１）開会 

（２）労働雇用戦略課長あいさつ 

（３）議事 

①令和４年度及び令和５年度の県施策の取組について 

②「男女共同参画基本計画（第５次）」（素案）等について 

③意見交換 

（４）閉会 

 

５ 会議概要 

 

（加渡会長） 

議事次第に基づき、「令和４年度の女性活躍に関する県施策について」、徳島県か

ら報告をお願いします。 

 

（事務局） 

説明 

 

（加渡会長） 

 ただ今説明がございました県の事業につきまして、御質問等ございましたらお受

けいたします。いかがでしょうか。 

 

（委員） 

施策の概要についてというところで、１つ質問です。資料１に概要と予算が書か

れているんですけど、育休推進事業について、実際何をしたかというのが、県のホ

ームページを見てもわからなかったので、ぜひ具体的に教えてほしいです。 

また、それに関連して、よくこの概要と予算額の資料は見る機会があるんですけ

れども、具体的に何をしているかわからないので、ぜひ、チラシ若しくは成果物と

してのパンフレットやリーフレットなどを配布して、中身がもう少し分かるように

していただけたらな、と思います。 



あと、これは提案ですけれども、やった施策に対して４段階の評価をするなど

して、「見直す、見直さない」という判断をするというのも、もしよかったら検討

いただけたらと思います。 

 

（加渡会長） 

事務局、いかがでしょうか。 

 

（事務局） 

委員より、資料１の主要課題２の（２）「ダイバーシティ実現育休推進事業」の

内容について、御質問いただいたところですが、内容につきましては、株式会社あ

わわに委託させていただきまして、男性育休に実践的に取り組んでいる企業にイン

タビュー等をさせていただいて、それを好事例ということで、事例集を今、作成し

ておりまして、今年度中には完成する予定となっております。 

  ２点目に、どういう講座をしたのかということで、チラシとかリーフレットと

か、成果的なものについても、この会議の場で配布してはどうか、というようなお

話をいただいたんですけれども、その部分につきましては、また、今年度の事業が

終了して、成果物が出てきたら、できるだけこの場でも御紹介させていただく方向

で、検討したいと考えております。 

  また、３点目の、県の取組についての PDCA サイクルと言うところで、評価の部分

も必要じゃないのか、というような御指摘いただいたところでございます。県で

は、全体的な総合計画ですとか、色んな計画を定めておりまして、その中で進捗管

理をしております。１つの項目に対して、複数の計画の中に指標を定めている部分

もございますので、そういった部分との連携もしっかり図りながら、評価の部分も

していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

（加渡会長） 

 それでは、続きまして、男女参画・人権課より、「第５次男女共同参画基本計

画」の素案等につきまして、説明をお願いいたします。 

 

（男女参画・人権課） 

 説明 

 

（加渡会長） 

 それでは、ここからは意見交換を始めさせていただきます。先ほどの説明に関し

ての御質問でも結構ですし、次期「男女共同参画基本計画」のうち、女性活躍推進

法の推進計画に該当する部分、また、県の施策に対する御提案などございました

ら、忌憚の無い意見を頂戴したいと思います。 

 

（委員） 

前回までの意見を活かしていただきまして、ありがとうございます。 

１つ報告なのですけれど、３月８日の「国際女性デー」におきまして、日本のジ

ェンダーギャップ指数が、先進国で「１２０位」という最低レベルということで、

報道をされましたけれど、その中でも徳島県は、女性管理職比率が日本一であると

いうことで、徳島経済同友会の方に新聞や放送から取材がありまして、私が答えさ



せていただいたんですけれど、なぜか、というところで、このネットワーク会議で

あったりとか、昨年行われた「阿波女活躍サミット」など、官民を挙げて女性活躍

に取り組んでいる、と答えさせていただきまして、小さくですけど、載っていたよ

うでした。 

それで、先ほどの説明の中で、資料５の１１ページに「多様な働き方の創出によ

る女性の活躍推進」がありまして、仕事と家庭の両立など、それぞれのライフスタ

イルに応じた働き方ができるように、テレワークの普及に一層、と計画していただ

いておりますけれど、それに加えまして、今後は兼業や副業の推進も必要になるの

ではないか、と思っています。企業としても、人口減少による人材不足が深刻とな

っておりまして、多様な働き方を推進することによって、優秀な人材を獲得できる

可能性が高まります。しかし、いざ兼業、副業といっても、社内制度を整えるな

ど、運用が難しく、困ることも多いと思いますので、そのあたりをサポートしてい

ただけると助かるなと思いました。御説明にもありましたけれど、女性管理職比

率、女性社長比率など、女性活躍は徳島の強みでありますので、さらなる徳島県の

魅力アップのためにも、このネットワーク会議の内容を推進していただきたいなと

思いました。以上です。 

 

（加渡会長） 

 名刺も複数、居住地も複数持ちながら、多様な働き方を推進するのもいいのでは

ないか、という御意見でした。ほかの皆さん、いかがでしょうか。 

 

（委員） 

第５次計画の素案にすごく色々盛り込んでいただいて、感謝しております。 

その中で具体的にお伺いしたいのが、資料５の７ページ③「企業に対し、トップ

の意識改革を推進し、企業における女性活躍の気運醸成を促進します」、それと、

⑩「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」、とてもいいと思うし、言葉と

して耳馴染みが良いんですけど、具体的に何をするのか。トップとかリーダーっ

て、やはり今は男性が多いです。頭の固い方もいらっしゃる中、その人たちに向け

て、どうやって啓発活動をするのか、具体的な施策が知りたいなと思っています。

どうやって心を変えようとしてるのか教えてください。 

 

（加渡会長） 

具体的にどういうことを想定されて、どのような取組を考えられているか、とい

うことですね。事務局、御提案・御質問に対する御回答をお願いいたします。 

 

（男女参画・人権課） 

⑩「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」について御説明させていただ

きます。こちらは内閣府の取組なんですけれども、企業や官公庁の男性リーダー

で、特に女性活躍に力を入れていらっしゃるリーダーの方に賛同、宣言をいただき

まして、６年ぐらい前から始まったものです。徳島県知事も、平成２８年に賛同い

たしまして、活動しているわけなんですけれども、去年の１２月に、徳島県でも地

域シンポジウムを開催させていただいたところです。知事をはじめ、「男女共同参

画立県とくしまづくり表彰」を受けられた西精工の代表者と、健祥会グループの女

性リーダーの方に来ていただいて、パネルディスカッションなどを行いました。こ



ちらは内閣府主導ということになるんですけれども、県内の女性活躍を進めるに

は、男性の管理職の意識啓発や意識改革というのが必要、という趣旨でやっており

ます。なかなか難しいところはあるんですけれども、商工団体等とも連携しながら

進めていきたいと思っております。成果としては、去年行ったシンポジウムと考え

ているところでございます。 

 

（委員） 

その続きが知りたいです。具体的にどんな成果があったのか。社長の気持ちが変

わって、制度が、会社が変わりましたか。そこまでフィードバックしてほしい。関

わった人を広報して、ずっと続けていただきたいと思います。 

 

（男女参画・人権課） 

そこは具体的にはまだ進んでおりませんので、いただいた意見をもとにまた色々

考えていきたいと思います。 

 

（加渡会長） 

ほか、いかがでしょうか。 

 

（委員） 

先ほどの意見が全てだと思う。従業員の方で、出産して、許されるなら育児休暇

とってやっていこうっていうのは、おそらく皆さん思っていらっしゃると思うんで

すけど、その中で職場の環境、自分が育休を取った時に残されたほかの人たちや、

これからその会社で一緒に働いていく人たちとの関係性を考えたときに、やっぱり

アプローチかけるのであれば、トップだと思うんですよ。社長さんっていうのは、

成功者、自分の夢を実現させた方で、「僕のやってることは間違ってなかったん

だ」って思っている方がほとんどだと思うんです。そこを、どう意識改革していく

かっていうのは、本当に一番大切で非常に難しいところ。そこに行政が、どうやっ

てアプローチしていくかっていうのは、本当に難しいんですけれども、そこに踏み

込めるかどうかっていうのが非常に大切かなと思いました。 

僕の意見はまた別なんですけれど、「デジタル人材の育成」、今、デジタルで、

世界で競争しなければならない中で、競争も激しいし、デジタルの時代だというの

はわかるんですけれども、例えば、これから再就職される人たちが、いきなり「デ

ジタル勉強します」って言うのは、なかなか難しいと思うんですよ。みんながやっ

ていて、ライバルも多い中で、仕事になるだけのスキルを身につけるとなると、そ

れができる人材はどこに眠っているのだろうか。おそらく、何もスキルがない状態

の方に、いきなり１から、パソコン教室から始めましょうか、ってなかなか難しい

と思うので、どこにそういう人材が眠っているのか。 

あとは、進路を決定する上で、どのタイミングでアプローチをかけるのか。僕と

しては、子どもが生まれてからでは遅いのかなという感じがあります。やっぱり、

小学校、中学校、高校と、進路を決定するところで、ある程度「私はデジタル関連

の職業に就きたいな」となる。そういうところから人材を発掘した上で、アプロー

チをしていくのがいいんじゃないか。また、そうなった時に、どういう方を目指す

のか。よくロールモデルって言うと思うんですけれども、こういう方をモデルにし

てやっています、っていうところを、皆さんに示すことができたらいいんじゃない



か。それで、この計画を進めていって、それに賛同してくれた方が、さらにロール

モデルになって、追随してくれる人が増えてくると、いいサイクルが回るんじゃな

いかなと思いますので、そこを具体的な、実効性のあるものにしていただければと

思います。 

 

（加渡会長） 

 事務局、何かお答えできることがあれば、お願いします。 

 

（男女参画・人権課） 

後半の、より早い段階からの意識啓発、といったところは、非常に重要と考えて

おります。デジタルということでおっしゃっていただいたんですけれども、特に、

理工学系の学部に進む女性が非常に少ないということは、世界的にも日本は最下位

となっておりまして、その部分についての意識啓発、中高生ぐらいの学生さんにど

のように勧めたらいいかということで、今年度、「アンコンシャス・バイアス」、

無意識の思い込み、女性は理系分野が苦手というような、ちょっとした思い込みが

あるかと思いますので、そういった所の解消につなげるような動画を作成しており

ます。こちらを、できるだけ中高生の方に御覧になっていただけるような機会を、

教育委員会等と連携して進めてまいりたいと考えております。 

  あと、男女共同参画総合支援センター「ときわプラザ」で今、「フレアキャンパ

ス」というものをしているんですけれども、１年に１回ぐらいの講座ですが、徳大

の工学部の学生さんに協力していただいて、大学に進んでこういった勉強していま

すっていう、ロールモデルと高校生の方の意見交換をしたり、というような講座を

開催しているところです。地道な活動ではあるんですけども、そういったところ

で、まず意識啓発というのを進めていきたいなと考えております。   

委員からいただいた意見なども踏まえて、また新たな事業など計画できたらなと

思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

（加渡会長） 

今、御提案がありましたように、若い世代から学ぶこともありますし、それから

大人であっても、１から学ぶ人もいれば、潜在的にそういったスキルを持っていら

っしゃる方はいるのかという話もありますし、「チルドリン徳島」を中心として

ICT ママさんのグループもありますよね。その活用の仕方ということですが、何か

いい御意見がございましたら。 

 

（委員） 

おっしゃるとおり、やっぱり女性の高校生は文系に進むというイメージがあるん

ですが、女だから化学が苦手とか、そんなことはないと思う。ただ、お友達がみん

な文系に行くからと、流される方もいるのかなということで、高校生の方に啓発し

て、「女性だから化学が苦手とか、そんなことないよ」と。啓発は意外と効果があ

るんじゃないかなと思いますので、１回やっていただいて、効果検証していただけ

ればと思います。 

 

（加渡会長） 

前の会議でお話ししたかもしれませんが、高校生が作って非常に話題になった動



画で「リケジョ」という言葉に反対する動画があったんですね。「リケダン」とい

う言葉はないのに、なんで「リケジョ」って言われるんだ、そういうのを作るのは

おかしいと思う、っていうのを訴える、非常に面白い動画が話題になりました。お

っしゃるとおりですよね。 

ほかの視点からいかがでしょうか。 

 

（委員） 

まさに今、お話になっているデジタル人材のところなんですけれども、子どもの

頃から慣れていく、ボトムアップしていくっていうことはもちろん、大事なところ

である一方、我々は、実はもうたくさんの女性を、徳島でも採用させていただいて

おりますし、テレワークで全国に今３００人抱えているんですけれども、多くの女

性たちが、我々の会社は IT の会社といえども、そんなにリテラシーが高いわけでは

ないんですよ。ないけれども、テレワークを始められるレベルって、実はそんなに

高くないんですね。ただ、周りにやっている人がいないから、不安で不安でしょう

がない。それで、その一歩を超えられないだけという方も結構いらっしゃいます。 

昔と比べて、いわゆる「デジタル人材の育成」というものが、ものすごくレベルの

高いものではなくて、一歩ずつ、超えられる壁、心理的なバリアのようなものを超

えられるよう、促すことも必要なのかな、というところと、意外と女性のロールモ

デルって、バリバリにやっている人をあえて目指したくない、っていう女性が結構

いらっしゃるんで、そうじゃなくて「頑張ったらできたよ」っていうロールモデル

こそ大事な気がするんですね。なので、今までの概念に囚われたり、理系をガンガ

ン、っていうんじゃなくて、一歩ずつできるんだよ、っていうロールモデルをつく

っていくことも、非常に大事なことなのかなと考えています。 

  さらに、「女性の役職者が多い」というところについて、今回改めて主要課題４

のところに書いていただいた。これはすごくインパクトのある数字だと思います。

これは、ある意味バリバリの方々がここにはいらっしゃるということだと思うんで

すが、逆に言うと、この人たちが新しい常識を作っていけるという土壌があるんだ

と思いますので、この数字もそうですし、こういった方々をもっと巻き込んで、県

としてアピールして行くということは非常に大事なことなんだと感じています。 

  我々は、会社を運用をしていく側としても、何かこの数字も含めて、徳島県がこ

ういうところであるということを、一緒になってアピールできるような、そういっ

たキャンペーンみたいなものがもっとあると、「徳島県がこんなに進んでるよ」

と、「女性がこんなに活躍してるよ」っていうこともアピールの１つにもなるのか

なと思っています。 

  

（加渡会長） 

いいですね、キャンペーン。 

さあ、学生の皆さん、意見がまとまりましたか。何か感じるところ、御意見があ

りましたら、お願いいたします。 

 

（委員） 

自分自身、まだ学生で働いていないので、なかなかイメージがつきにくいんです

けれど、皆様方の意見を聞きながら想像した部分があって、女性の育休に関して、

女性にとって子どもを産むということは、人生の節目だと思うので、その中で、働



き方との両立が、女性の体調にも関わってくるのかなと思っていて、男性の育休も

大事なんですけれど、女性の働き方というところで、資料５の１１ページのところ

で、「時間や場所にとらわれない柔軟な働き方」というところが、すごく重要だな

と思っています。無理して働くことを押し付けるよりも、その場その場でちゃんと

体調も考慮しながら、働く側も会社側も、子どもを産む側も家庭側も、どちらも窮

屈な思いをしないことが一番大事なことだと思います。これから自分も家庭を持つ

かもしれないので、その時にはしっかり会社とのことを気にかけながらやっていき

たいと思います。 

         

（加渡会長） 

委員は、この４月から社会人ですが、この会議の委員になるまでに、男女共同参

画とか、女性活躍とかいうことに、関心と興味を持ったことはありましたか。 

 

（委員） 

あまりなかったかなと思います。この第１回の会議をきっかけに興味を持つよう

になりました。 

 

（加渡会長） 

社会人生活がこれから始まりますが、何かここで得たものは、役立ちますか。 

 

（委員） 

子ども関係の仕事に就きますので、先ほど言ったような子ども関係のことは、す

ごく興味を持ちました。 

 

（加渡会長） 

さあ、もう一方、委員、お願いいたします。 

 

（委員） 

僕の方からは、育児休業に関連するところで、資料５の１５ページ「男性の育児

休業取得等の推進」というところを見て、思ったことなんですけど、もちろん男性

の育児休業取得等の推進というのは、どんどんしてほしいところではあるんですけ

れども、何かをするために、何々を推進する、支援する、というところは、すごく

いいなと思っていて、よくわかるんですけれど、推進したいということは、現状、

何かしら課題や壁があって、それを打破するために推進していきたいという話だと

思うんですけど、現状どういう課題があるのか、その課題に対して、どういうふう

に取り組んでいこうとしているのかという、具体的なところが、もう少し知りたい

なと思いました。それで、実際に、男性の育児休業取得に関してどういう声が上が

っているのかな、というところを伺いたいです。 

 

（加渡会長） 

とても鋭い、的を射た御質問でした。「頑張るぞ」という決意はわかるんだけれ

ども、まずは課題が発見できるのか、そして、発見できた課題を解決するための展

望とか施策を、どういうふうに考えているのか、という話ですね。事務局、いかが

でしょうか。 



 

（事務局） 

今、県では、男性育休の取得を推進しているところなのですが、御指摘いただき

ましたように、実際、県内企業で、男性育休がどれぐらい取れているかという、現

状分析ができてない部分がございますので、また調査などを検討させていただい

て、男性育休が取れないような課題というのがどこにあるのかというのを含めて現

状分析し、それに基づいて、施策の展開も考えていきたいと考えております。 

 

（加渡会長） 

 委員は、理工学部ということで、女性はデジタルとか理系が弱いんじゃないか、

っていうアンコンシャス・バイアスがあるという話ですが、実際に学んでいらっし

ゃる学部では、男女比ってどれくらいですか。 

 

（委員） 

女性が１割です。理工学部の中でも、学科によって結構、男女比が変わってくる

んですけれど、僕の建築・土木のコースに関しては、男女比が９：１で、女性は圧

倒的に少ないですね。 

 

（加渡会長） 

でも、学んでいる内容は、女性だとダメだ、という話では全くないわけですよ

ね。ただ、現実としてやっぱり９：１。なぜだと思いますか。感想で結構です。 

 

（委員） 

先ほど、高校生に対してのアプローチという話があったと思うんですけれど、そ

れこそやっぱり、思い込みの部分が大きいかなと思っていて、進路を考えていく上

で、結構保護者から、日頃、「将来お前はこういう風に行くんやで」という感じの

話をされたりすると思うんですよね。それで、やっぱり女の子は、将来的にはこう

いう風になってほしいみたいな、親の思い込みから刷り込まれて、そっちの方向に

行くというのもあるのかな、と感じています。実際、僕は大阪の高校に行っていた

んですけれど、その高校でも、やっぱり理系の中では、男女比は圧倒的に男子が多

いという状況だったので、高校生の段階でも、既にみんな明らかに分かれてしまっ

ているので、そこで、女性に対して「理系の道もあるんだよ」というところを、も

っと強く推進していくというのは、この徳島県に限らず、全国でやってほしいなあ

と思います。 

 

（加渡会長） 

非常に現実的な御意見で、男女共同参画の前段階で、進路選択というのは非常に

大事なポイントになりますが、そこに色々な雑音と言いますか、親世代が刷り込ん

で、アンコンシャス・バイアスをかけてしまう、ということがないようにする取組

が必要ではないか、という、大変貴重な御意見でした。 

では、労働者の立場から、いかがでしょうか。 

 

（委員） 

  本日の皆様の御意見をお聞きしている中で、今回私も発言の中に盛り込みたいな



と思ったことの共通項がございましたので、紹介させていただきます。 

  「メアリー・ブリントン」という名前を、お聞きになったことはございますでし

ょうか。ハーバード大学ライシャワー日本研究所の所長をされている方が、ある国

際会議で、３～４分の、冒頭の御挨拶の中に盛り込まれたお話に、今までこういう

会議などで、色々と発言していた中で、ふっと腑に落ちたことがありました。メア

リー・ブリントンさんがおっしゃったのは、「最もジェンダー平等な社会とは、仕

事生活だけでなく、家庭生活に対しても男女が平等な権利を持つべき、という考え

に基いて政策が作られている社会」ということです。まっとうな意見だと思うんで

すけれど、その次におっしゃったことが、「そういった社会を作るために、女性が

男性のように働くのではなく、男性の生活が女性の生活になるようにする、その支

援をすることが大切ではないか」ということを、欧米諸国のような、男性が育児に

積極的に参加する社会と、日本や韓国のような、男性と女性の家事・子育てに関わ

る比率に１：５ぐらい開きがあり、いまだに改善されていない、そういう社会と比

較して、そこに近づけていくべきだということをおっしゃって、そこに私はハッと

しました。この会議は「働く女性応援ネットワーク会議」だけれど、その応援の仕

方が、もしかしたら「頑張ってスキルアップしなさい、キャリアアップしなさい」

っていうんじゃなくて、「バリバリでなくても、一歩一歩でいいんだよ」というと

ころを、みんなで発信していく方向も新たに見出して、この男女共同参画の計画に

盛り込むことができないかな、というのがありました。 

  また、私事なんですけれど、長男が結婚して、家事も子育ても積極的に関わりた

い、と申しておりまして、今も家で、夫婦でテレワークをしながら、妻の健康にも

気を配りながら、二人で時間を過ごしていて、それがすごく嬉しくて、応援したい

気持ちでいっぱいだったんです。私も、県の委託事業で、次世代育成支援の「はぐ

くみ支援実践セミナー」というものを、もう何年にもわたって取り組んできまし

た。委員の方々にも折々に登壇いただいたり、コーディネーター、基調講演なども

していただいたりしたんですけれども、その中で、２０１７年度に、男性学を専門

とされている、田中俊之さんという方が講演をされたときに、「男性もしんどいん

だ」という発信をされました。ですので、男性も、そこまで頑張らなくても、一緒

に家庭を大事にしながら、仕事も楽しんでいけたらいいなという、そういう社会づ

くりが、日本ってまだまだ難しい状況にある。理想のところが分かっているのに、

何がネックになっているのか。それこそ、固定観念に縛られている方々が、まだま

だ多くいらっしゃるという、その固定観念の壁を破れば、本当に気持ちが楽になる

し、日々が楽しく豊かになるはずなのに、そこができていない。じゃあ政策として

どうすればいいかということで、おそらく突破口的に、カリスマのような方が現れ

て、その人が発信するとかでない限りは、一歩一歩の着実な取組になるのではない

かな、と思います。２０１４年度の中小企業家同友会で、「社員の生き生きを応援

する経営者になろう」ということを発表させていただいたことがありました。社員

が生き生きとする分野、地域活動なり、ボランティア活動なり阿波踊りなり、それ

を応援する企業は実績が伸びていくという説があり、企業も社員の別の場所での発

想を活用して、企業が元気になるというところだと思うんですけれど、その仮説を

提案させていただいて、２０２０年に ILO 日本支部のシンポジウムで、パネリスト

として参加させていただいた時に、SSE「社会的連帯経済」というものを、ILO とし

て全世界に発信していこう、というので、翌年６月の総会で発信していました。社

会的連帯経済というのは、「１人ひとりが経済の担い手になるという発想を持つ」



ということ。事例として、千葉県の不動産管理会社が、社員が取り組んでいるボラ

ンティア活動、地域活動に出資をして、そのお金で、社員さんがやりたいことをや

っていく。そうすることによって、その会社も潤っていく、知名度も上がってい

く、人も寄ってくる。そういう好循環を作っている事例も発表されました。そこに

は何も、がむしゃらに、というところはないんですよね。だから徳島も、人口が少

ない中で、本当にがむしゃらにやって成り立っているという、危機感を持っている

かもしれないんですけれど、そうじゃなくて、副業・兼業なども尊重する、多様な

働き方ができる社会づくりをしていくというところが、非常に説得力のある考え方

だと思います。ですので、基本方針に、男性の生き方、働き方を、女性の方に近づ

けるという発想を盛り込んでいただき、そこが共有できたら、もっと皆さんが笑顔

でいられる徳島にならないかな、と思っています。 

 

（加渡会長） 

女性活躍は、女性に男並みを求めることではない。男性の生き方を、女性に少し

近づけていただいて、みんな肩の力を抜こうよ、というお話ですよね。 

同じように、労働の現場をよく知っていらっしゃる、委員、お願いいたします。 

 

（委員） 

皆さんの意見はとても参考になって、私どもの財団では、「ファミリー・サポー

ト・センター事業」というのを、県内で８つ、受託しております。来年度から「こ

どもまんなか社会」ということで、とても楽しみにはしているんですけれども、そ

の政策の中で、ファミリー・サポート・センター事業を、まだよく知らない方もい

らっしゃって、広報も足りていないんですが、実は２２年前、設立した時は、提供

会員の価格が７００円だったんです。その頃は最低賃金が６０５円でした。でも、

２３年経った今も、１時間７００円で、提供会員は大切なお子さんを預かってくれ

ています。海陽町では、７月から、依頼会員の利用料金を２００円補助して、１時

間ワンコインで利用できる、また、２人目以降は全て無料になる、さらに、転勤し

て来たとか、ひとり親の家庭に関しては、４００円補助して、１時間２００円でお

子さんを見ていただける、という仕組みを作っていただきました。その上、提供会

員にも、今後おそらく最低賃金を上回る金額でお子さんを見ることができるように

なるのは、今のところは海陽町のみです。来年度から鳴門市でも、その制度を活用

していただけるんですけれども、やはり、働きたいお母さん、晩婚化もあって、キ

ャリアを積んできたお母さんが、急に育休を迎えたり、小学校の壁にぶち当たった

りするわけなんです。そのときに、キャリアを諦めるか、すごくお母さんは悩んで

いて、諦める方を選ぶお母さんが結構多いです。女性の再就職支援のセミナーに来

ていただく方も、公務員だったのにやめたとか、キャリアを積んできたのにやめた

っていう方がいらっしゃいます。すごくもったいないなと思うんですが、働き続け

ることがとても難しかったんだと思います。そこを、地域全体のチーム育児で、と

いうことですけれども、本当にチームで、徳島県全体で応援するという意味では、

このファミリー・サポート・センター事業の中で、提供会員はボランティアといえ

ども、すごくしんどいです。提供会員がなかなか集まらないというのも現状で、実

際７００円では、とても難しい問題でもありますので、できれば９００円。海陽町

のような仕組みを、すべての行政で、それも市町村だけでなく、県の方でも、政策

の協力をしていただければ、本当に地域全体で子どもさんを預かる、という仕組み



ができるかと思うんです。ぜひ、御検討よろしくお願いいたします。 

 

（加渡会長） 

「地域全体で子どもを育てましょう」と言いますが、それは人の好意に甘えるこ

とではないという話ですね。子どもの面倒を見る方も、できればしっかりと報酬

を、というお話。何かそれに対して、事務局の方でレスポンスはございますか。 

 

（事務局） 

ファミリー・サポート・センター事業でも、提供する側に対する支援と、提供を

受ける側に対する支援と、両方あると思うんですけれども、その部分の負担軽減だ

ったり、また報酬単価の引上げの部分というのは、両立されるべきなんだろうと思

いますので、実質的に事業をされている市町村とも連携をして参りたい。色んな自

治体で、支援策を先行的にされているところもありますので、こういった事例も参

考にしながら、今後の検討をと考えています。 

 

（加渡会長） 

「とはいえ」、という部分も、経営者としてはお持ちかもしれません。委員、い

かがでしょうか。 

 

（委員） 

これだけ、男女共同参画基本計画に、前回の意見を取り入れていただきながら、

ずっと対応していただいている皆様に、本当に感謝しております。ありがとうござ

います。 

意見をお聞きしてた中で、１つだけ PR させてください。「リケジョ」の話なんで

すけれど、弊社は「あすたむランド」を運営していますが、その中で、国の機関で

ある科学技術振興機構の補助金をいただいて、２年間で「リケジョ養成講座」、こ

の「リケジョ」というのが、そもそもおかしいよねっていう話があるんですけれ

ど、そのタイトルで来たものですから、それでやっております。今の中高生の女子

生徒さんに理系に進学してもらうと同時に、徳島県内の理系の職種、中小企業がほ

とんどですが、そういったところに目を向けていただけるように、中小企業の方、

１年目は大学の先生、女性の理系の先生方に御協力いただいたんですけれど、２年

目からは、中小企業の、いわゆる「リケジョ」、理系職種で働いていらっしゃる方

に講義をしていただくといいますか、各中学校・高校に出向いて行って、しっかり

理系進路も考えていただく、というような取組をしているところです。 

男女共同参画に限らず、先ほど、地域で子育てを支援していくということをおっ

しゃっていたと思うんですけれど、今の人口減少とか、労働力の不足というのは、

本当にもう喫緊の課題だと思いますが、まだその問題意識が希薄になっているよう

な気がするんです。弊社の場合も、まともにそれを受けています、やはり労働力の

不足と同時に、集客していく中で、お客様自身がいなくなってくるということは、

収益が減ってくる。だから、そういった部分で言うと、SDGs になってくるんですけ

れども、SDGs の２０３０年に向けて、ジェンダー平等の視点でどのように徳島県が

取り組んでいくか、ということ。総合計画等でも書かれていると思うんですけれど

も、それをしっかりバックキャスティングで、あるべき姿があるわけですから、そ

こをどういう風にやっていくか、っていうのはきちんと捉えていかないといけない



ところじゃないかな、と思っております。 

また、PDCA の部分で、私たちも営業活動をしていく時に、S ランク A ランク B ラ

ンク C ランクのような形で、当然、評価をしていくので、やっていた施策の中で、

これが効果があった、そうでなかったというのを検証していただくと同時に、方針

のところは相当数だと思うので、相当御苦労されていらっしゃると思うんです。新

しい部分というのは、力を入れていかれたい部分だと思いますので、そこはしっか

りされて、効果が薄い部分をほったらかしにするのは、なかなか公平性という部分

で難しいところではあると思うんですけれども、都度都度、見直しを図られている

と思うんですが、もう少し強弱をつけて、進めていかれるのがいいんじゃないか

な、と思っております。 

  あともう１つ、男性育休の取得や、頭の固い経営者をどう動かしたらいいか、と

いうところなんですけれど、弊社の場合、今、男性育児休業取得者は１００％で

す。それは、もう「取るのが当たり前」っていう風にしています。どちらの経営者

も、本当は、男性の育児休業を取得してもらいたいというのがあると思うんです。

ただ、もう余裕がないです。ただでさえ労働力が不足しているのに、とてもじゃな

いですけど、余裕はないです。でも、余裕がなくてもそれをするだけのメリットを

感じる必要があると思うんです。それから、仕組みを作っても、やはり休むことに

対しての、ネガティブな、復帰する時につらいとか、それはやっぱり経営者、もし

くはその社員さんが一緒に作っている社風なので、仕組みがあっても使えない企業

というのもたくさんあると思うんですよね。だから、そういったものはもっと、中

小企業の経営者がしっかり作っていかないといけないと思うんですけれど、さっき

の「上回るメリット」というところであれば、また後日出していただきたいところ

なんですけれど、男性育休の事例集、弊社も取材していただいてるんですけれど、

これを出して、その後にどうなったかというのは、数字として出していただけたら

な、と思いますし、また、それを継続していただきたいと思います。「はぐくみ支

援企業」や「くるみんマーク」といった認証も含めて、国だったら、例えばプロポ

ーザルでも、特典やメリットがあるんですけれども、そういったところで、目に見

えてそういったことを半強制的にでも進めていかない限りは、なかなか数値として

の結果は、出てきにくいんじゃないかと、改めて思います。実際、社風だったりと

か、アンコンシャス・バイアスの意識のところだったりというのが、まだまだ追い

ついていないような気がしますので、そのあたりを、また政策の中で御検討いただ

けたらと思います。 

 

（加渡会長） 

ネガティブ感を上回るメリットが必要である、というお話ですね。それから、仕

組みがあっても、使えていないものは結局意味がないんじゃないかと、その辺色々

御検討いただければと思います。 

最初に質問だけだったので、もし御意見がありましたら、委員、いかがでしょう

か。 

 

（委員） 

  資料６で、成果目標の案を出していただいたので、すごくありがたかったのと、

まだ案ですけれど、県内企業の男性育児休業取得率を、国と同じ３０％を目標にさ

れる予定があるというところで、これを入れてもらうという目的が最初からあった



ので、すごく良かったなと思います。ただ、それでスタート地点に立ったみたいな

ところがあるので、令和５年度に、県内企業に対して調査をされるということで、

徳島市の事例でもあったんですけれども、調査をして、取得率が高い企業は回答し

てくるけれども、取得率が低いところは回答しない、となってくると、現実と回答

結果の乖離があると思うので、そうならないように、ある程度の強制力というか、

県内企業のある程度の回答いただけるような調査を、ぜひしていただきたい。そし

て、令和５年度にされるということなんで、これを１回じゃなくて、できれば毎年

実施していただいて、令和５年度は取得率が何％で、それがどう上がっていくかと

いうところもモニタリングできるような、調査の継続というのも、ぜひお願いした

いと思います。 

それから、やっぱりその中身もすごく重要だと思います。３月９日に、ファザー

リング・ジャパンで、男性育休のフォーラムをして、その推進をどうしていくかと

いう話もあったんですけれども、取得した方のパートナーや本人の満足度や、良か

ったと思えるのがすごく重要だよね、っていう話もありまして、質をちゃんと上げ

ていけるというところも、とてもこれから重要になっていくのかなと思います。 

資料２の、プレパパ・プレママのセミナーなどの情報発信を、令和４年度から、

はぐくみ支援企業に対して、していただけている、というところなので、ぜひ継続

していただきたいのと、やはりまだ、徳島県では、南部・西部・東部という県内３

地域に、年に１回しか開催されてないというところがあって、参加者も少ない。そ

れには２つ理由があると思っているんですけど、やはり回数が少ないので、タイミ

ングが合わない人がなかなか参加できないのが１つと、当事者に、ちゃんと「こう

いう講座があるんですよ」っていう情報が届かないっていうのが、課題だと思いま

す。もちろん企業への発信はしていただきたいのですが、千葉市のプレパパ向けの

講座で、参加者に対しての「どういうことがきっかけで参加しましたか」という質

問への回答で、すごく多かったのが、「母子手帳をもらったときにチラシを一緒に

もらって、保健師さんから声かけてもらった」というのが、すごく多かったんで

す。ですので、各市町村の保健センターとか子育て支援の包括センターとかで、母

子手帳を渡すときに、併せてチラシを出すということが、当事者に直接情報を届け

るというので、すごく効果的かなと思いますので、ぜひ県の事業も、市町村との連

携で、母子手帳を渡すときに、「県の事業でこういうことがあるので、ぜひよかっ

たら」というのを、協力して発信してもらいたいです。ただ、妊娠２～３か月の時

に母子手帳をもらうと思うんですけれども、実際に参加される、してほしい時期っ

て、安定期が妊娠５～６か月ぐらいだと思うので、４ヶ月ぐらいスパンが空いてる

んですよね。ですので、ある程度、年に３～４回の定期開催でないと、タイミング

合わなければ、チラシをもらったけれども終わっていたり、参加しにくいというの

もあったりしますので、開催回数や周期というところも、実際にやっている現場の

声もあったりしますので、県としてもぜひ協力していただきたいと思います。 

 

（加渡会長） 

 継続的なモニタリングと、当事者にもきちんと、ストレートで届く情報発信が必

要だ、という意見です。 

最後になりますが、オブザーバーの方から、御意見いただければと思います。 

 

（オブザーバー） 



  まず、意識の問題。男女雇用機会均等法ができました時に、男性・女性で区別し

て考えるのが普通じゃないか、というところが、もうほとんどでした。男性は、入

社して係長、課長、部長と昇進して行くんです。女性は結婚とか、あるいは出産で

辞めるでしょ、というようなところが普通の世の中だったので、「男女平等とか言

われても困ります」みたいな世の中が、実際に数十年前はありました。今日の御意

見で、この会議に参加するまでに、男女共同参画とか、あまり意識したことがなか

った、とおっしゃったのは、本当に世の中が変わってきたんだろうな、ということ

を私も実感しておりました。また、男性の育児休業取得につきましても、育児休業

法というのが平成４年にできました時に、その時は、「労使協定を結んでいれば、

専業主婦がいる男性職員からの育児休業の申し出を拒んでいい」というようなこと

もあり、法律上、協定があればという条件はあっても、許されていましたので、や

はり子育ては女性がするものじゃないか、というようなところが、一般的な考え方

であったんだろうと思います。私も長く行政をやっておりまして、例えばセクシャ

ル・ハラスメントにしても、当初は、女性に対するセクハラはダメですよ、という

ような法律でした。それが当然、男性に対するセクハラだってあるじゃないか、と

か、性的マイノリティや LGBT と言われてきたのも、最近の話ですので、意識を変え

ていくというところが非常に難しい。「制度がこうなりましたから、明日からこう

変わりますよ」というところはなかなか難しくて、どうアプローチしていけばいい

んだろうというところを考えながら、「少しずつでもやってみようか」、「これは

うまくいかなかったから、あっちから攻めてみましょうか」と、一歩ずつやってい

くしかないんだろうな、と考えております。「女性活躍促進」とか言わなくても、

当然、男性も女性も普通に活躍しているし、いいんじゃないか、という世の中にな

るのが、一番いいところなんだろうと思いますけれども、それぞれの皆さんのお立

場からの意見を聞きながら、一歩ずつ進めていけたらいいかなと考えております。 

  

（加渡会長） 

今日は、本当に様々な視点から、たくさんの御意見をいただきました。活発な意

見交換を、ありがとうございました。いただきました、男女共同参画基本計画に関

する御意見につきましては、４月頃開催予定の「男女共同参画基本計画策定部会」

によりまして、事務局の方から御報告されます。報告の内容につきましては、会長

に御一任いただいてもよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

（加渡会長） 

ありがとうございます。それでは、そのようにさせていただきます。 

では、これで司会を事務局にお返しいたします。お願いいたします。 

 

（事務局） 

 本日御出席いただきました委員の皆様、本日は様々な御意見をいただき、誠にあ

りがとうございました。いただきました御意見や御提案を整理しまして、今後の計

画策定や施策推進の参考とさせていただきたいと思います。 

 これをもちまして、令和４年度第２回「働く女性応援ネットワーク会議」を閉会

させていただきます。本日はありがとうございました。 


